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防 虫 科 学 第 30 巻-1Ⅰ
活性は極めてわずかである｡他の 2,3のアニオン,
硫酸嵐 炭酸Iii,塩化物などについても燐酸塩の代り
にテストしてみたが,何れも不活陸であった.娼紙上
の生物試験では燐酸校街披中でL-1eucineとL一meth･
ionineが一番活性である (表).有効なアミノ酸の
D一失性肘ま,1mgでテストした晩 いずれもほんの
わずかに活性であった.しかしD-とL一異性体とを同
じ姐紙でテストすると, イエバェは通常 D-異性体が
多血にあってもL一異性体の方に鈍る.peptideの L-
Leu-いLeuは2mgでも不活性である. また有効 ア
ミノ懐の柾燐はイエバエ雌に対して特異的であった.
附節に対するアミノ酸の刺激作川は滅紙テストとよ
く一致した.lcucine,isoleucine,norleucine,1ysine
および methionineは1%の濃度で50%以上のイエバ
エを刺汲した.phenylalanine,glutamicacidおよび
asparticacidは刺激的ではあったが,やや活性はお
とF).特に最後の2つのアミノ椴は泌紙テストではイ
エバエを災めるには至らなかった.
0.05M という氾fjfで相即刺汲テストの比較試験を
行ったところ,活性のあるアミノ酸の方がguanosine
nucleotideよりも多くの イエバエを刺放した. アミ
ノ酸は0.005Mの氾皮にしてもなお50,%のイエバエ
が反応したが,guanosinenucleotideは0.05M以上
の批皮でも40,%以下の反Li;を示したに過ぎなかった.
iTf.J節テストではadenosinemonophosphateはGMP-
5′とrldじ松の活性庇であり.GMP-3′よりももっと活
性であったが,姐紙テストでは不活性であった.
油紙テストおよび肘節テストしたときの各 nucleo-
tideの相対的な活性度の差は,群をなしている場合と
イ川路で行動している場合とでは享お情が異なるから,班
増には比佼できない.またイエバエのグループによっ
て生BJlr伽感受性がひどく追う場合も観察された.附節
テストにおいて吻伸張をひき起すような 2,3の nu･
cleotideが必ずしも組紙テストでは摂食およびが琉
刺激とならないZ!it!山についてはまだわかっていない.
活性のあるアミノ酸の場合では尉節テストと滅紙テス
トの結果はもっとよく一致した.しかし耶災現象は雌
に対してだけ起る.出も払い15!企.耶災および相即刺
激を超させるには燐酸綻びJ一枚を班用することが必繋で
あるが,燐酸緩衝披だけでは勿論全く不活性であった.
酵母および2,3の蛋白質の加水分解物は重要な放
任現かのミバエ,一般に双趨額の餌として最も誘引的
68
な食物である･最近加水分解物と殺虫剤との氾合指食
餌が地中海ミバエ〔CerJtth'sca〆tatク(Wiedemann)〕
を瑛滅するのに使われている.イエバエの摂食刺激剤
と同一の物質が他の昆虫に対しても有効であろうか石
かは興味ある間艦である. (富田一郎)
ネッタイシマカに対する女王物質および類似化合
物の作用
EffectofsyntheticHQueenSubstance"and
related chemicalson immaturestagesof
Aedesaegypti.M.S.QuraishiandA.J.Thor.
steinson,J.econ.Entom.58,185(1965)
細脊椎動物の卵出の発育を阻告する作川がある故蜂
の pheromone,"女Lji物質 QueenSubstance"は,
Butleretal によって,9-oxodec-Erans12-enoic
acidと同起されたが,このpheromoneの合成品と,
その閑辿物質のネッタイシマカAedesaegyL'iL.の
米成熟掛 こ対する作用に関して,次のことがわかった.
すなわち,ネッタイシマカを,この合成 pheromone
の0.01M浴紋に入れると,節3令幼虫では100%.那
4令初朋の幼虫では,84土0.12%の死亡率であるが.
舶(tenersal)は,阻告を受けず,正'Filrに沌fl-Lて.J戊
虫になる.また,decanoicacidとtyans-2Idecanoic
acidは,いずれも,姐 幼虫ともに搬陸を示すが,殊
にteneralpupaeに効力があった.この二つの脂肪酸
と910XOdec-trams-2-enoicacidとの,作用特異性に
於ける差掛ま.その梢造からみて,oXogroupと,二
韮結合の布き札 およびその位田によるものと考えられ
るが,それを示唆するような結氷が一部Nられた.也
らびに他の脂肪酸では,炭ili軌の長さが,C｡-C9■C･
=粘性が増加し.C9のnonanoicacidが,ネックイシ
マカの米成熱体に対して,rLJl族脂肪酸申,蚊も-iLi性が
強く,C12以上のは,細滋であった.史に,ピメt)ン
政.ズペリン酸,アゼレイン酸の如き,dibasicacid
は本位の幼虫,蛸のいずれにもii性を示すが,その
程度は,それらに相当する長さの炭素鎖を有する,
monobasicacidに較べると,はるかに低いものであ
った.最後に,上記のうち,脂肪酸によって死亡した
ネッタイシマカの幼虫や,蛸のメラニン化が死後進ん
でいるが,2-ox0-0ctanoicacidと 2-oxo-decanoic
acidによるものは.白色を盟していることがわかっ
た. (柏木 滋)
